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H 早元名 具 体 的な字 習 内容 備 考欄

前

4

○オリエンテーション
○感動する心

国語総合の学音について

ワンダフル・プラネット
字首規年の徹底
※単元ごとにワークをします。

5

○日本語を考える
○古文に親しむ

天生7ぎ F動詞F変ゎる
古典の魅力

6

○随筆の楽しみ 春はあけぼあ 〔中間考査〕ノート提出

7
〇小説を楽しむ 子供たちの晩餐

8
0社会]ビ生きる 『荷めためlT衝く』あれ

9
0苦文百親じむ ねずみの婿とり

児のそら寝
〔期末考査〕ノート提出

期
標

ユ削
目

後

∪4｀諷を味わつ

○随筆の楽しみ

0■琢語を裁 る
○漢文のとびら

｀

維 生 Fl

にくきもの
公世の二位のせうとに

「漢学万性落
~

・訓読のきまり

。訓読に親しむ

○いのちと平和
○自然に目を向けて

・心が生まれた惑星
・生きることと食べることの意味

[中蘭考査〕フ=卜提LH

1

○故事と史話 故事

2
○論理をはぐくむ 水の東西 酢 茉考蚕」フ喜 房出

3

○詩歌との出会い 「はるjF―づのメラレ嚢乃
「あどけない話」「短歌」
「僣卜右1!

期
標

後
目

評価方法

・疋期考査・小テストの成績、課題やノートの内容や提出状況、日常の授業への参加態度等で
評価します。
。国語科の観点別学習状況の評価の5観点に立ち総合的に評価します ^

評価の

観点

閣 ・ 蔦 ・ 熙 I ・ lヨ許 や 語文化 に対する関心を持っているか。積極的に授業に参加しているか
・ 目 分 の ヨ「えを深め、目的や場面に応じた話し ぎ方が出来るか。

書 ・ 自分 の 考 えを深 め 、相 手 や 目的 に応 じた通 切 な 文 iを書けるか。
読 】 ・自分の考えを発展させながら、目的に応じた文章の 完み取りが出来る力、
知 。理 E ・ ラ電かJ rのための音 戸 、又 法 、表 記 、語 句 、語 栞 、漢 子 を身 につ けた力、



リエンテーション
○青年期と自己の形成

人の尊重と法

ル・ ワークを提出

・ 小テス ト

神 蘭著査
……‐

。ファイル提出

・小論文 I

=頚茉著査
・

。ファイリレ提出

・ 高 午 別 こ 日 し 夭 現
。よりよく生きることを求めて

・基本的人権の保障
・ 日本国憲法、国民主権、天皇制

。選挙
・個人の尊重と自由・責任

。開かれた司法制度に向けて
。民主社会と倫理

わ動両ど
………

日本の果たすべき役割

景気変動と物価、経済規模と経済成長

r栄肇8鼈 ち著
。租税のしくみと財政 (租税教室を含む)

:稔融機関と金融政策_………。社会保障制度の役割と課題

=ツ百=バ 事ヽ じ百ンと画藤
‐

。冷戦のはじまりと世界の動き

障と平和維持活動

・小テスト

∵市間著査
………

。ファイリレ提出
泌 論来工_……_

「蘭茉著査
¨

。ファイル提出

・ 疋 期 有 貧 ・ 4｀ア ス トの 成 積 、 ツ ー ク ・ ノ アイ ル ・ 4｀語 Xの 促 [

欲・態度、アクティプラーニングヘの取り組み等で評価 します。

ているか (小論文・
こう0ヽて下るが畷

菫・ AL′ 。

T不萩
‐
南 :・

・……………………



リエンテーション
○中学までの復習

脚 肇曇一 … …

σ葺め計算
………………

σttb計算
………………

0羹贋
…………………

O美数
…………………‐

・数学 Iの学習について
。新入生課題の解説

:藝獅濠‐1蔵・撤馴
。式の展開

T薗数分解瑯 ヽあとだi

きがけ)

・因数分解 (工夫が求められる
もの)

。有理数、実数、絶対値

=平芳根:‐

・
分苺榊

」_新入生課題のテス■

°
今 寺 ヽ こ で の 肝

。1次不等式の解法

:避T羨乗鋼 驚
・集合、部分集合、共通部分と

和̈集食1_空集合、_補集合
.ハ輌 }盗 姓  .ユ 鐘 盗 こ  ‐

^`命題と条件、必要条件、十分条件

毛箱件あ杏定どドニ瑳ルガジあ

・命題の逆、裏、対偶
。対偶を利用する証明法

関数の定義域、値域

・学年末考査
・ノート提出

OI茨ネ等式
~

0命題と条件
…………

○命題と条件

0命題芝条件
……………

σ

'茨

関数とをおグラフ
・

・ 足期 考 萱 、 小 テ ス トの成 績 、

で評価する。



単元名 具体的な学習内容

前

4
第 1編 物質の構成 と
化学結合

Q物質の構成_____

・混合物 と純物質
・物質 とその成分

5

6

○物質の構成粒子

T物質の三悪と熟運動
~~~~¨

:評倭雉 λレ………
・周期表
琢%鶏諮と灘……

メ 有結合の物質

小テス ト

○粒子の結合
T藤 ――――一

ノートファイル提出

7

8 第2編 物質の変化
勲 質量と化学反応式

金属結合と奎顧
~~~………

頒量ヽ分鷺‐薫‐一¨
ｎ
υ

期議
――一―…

ノートファイル提出

前期
目標

後

1盗液の濃度_

小テス ト

11 ・化学反応式と物質量

○酸と塩基の反応
_n夏 _……

■鷲化と還元

中間著螢
……………

ノートファイル提出

1

Q酸化運元反応

2 ・酸化剤と還元剤 学年末考査
ノー トファイル提出

3
「金属あ酸7ビ還元反応
・酸化還元反応の利用

期
標

後
目

評価方法
・足期考査、小テス トの成績、プリントの取り組み状況、宿題の提出状況、フ雨=再事5

表現力、実験・観察レポー トの内容で評価 します。
4観点を基本として評価 します。

評価の
観点

●
態 冨題 、提 出物 、 レポ ー トの 兄。 ノー トフ ァイ ル の

・ ξ浸 ビデオレ, レポ ー ト、 フ レゼ ンテ ー シ ョンの 内容 。

菱験・ 〔レボ ー ト。

【知・ 埋 】 ・ /Jヽテス ト.



○体つくり運動 。体ほぐしの運動

l体力空員ゆ登選軌

・マット運動の基本技能
(個々の能力に応じて技を選択
し、連続技を組み立てる。)

。運動・スポーツの文化的特徴

50m、 階段走)

∴撒 策 .1_… … … … ‐‐
・ クロールの習得
(ゆ っくり長く泳ぐ)

(ト レッキング、ウォーキング

・班つくりと準備体操つくり

:・強歩記票会あ美施
…・

。前期期末考査

(個人技能を身につけ、作戦を

…生かルた次堕壼躙 ルます

・ クロスカントリースキーの
見学体験 (多様なスキー文化
を知る。)

。ゲレンデスキーの滑走法を
理解し、習得します。

・技能テス トの実施

・クロスカントリーコースでの
見学と取材活動

:_技能える_hρ実施._

ルールや審判についての知識や技能などを、総合的に評価します。



0オリエンテーション
○私たちの健康のすがた

あとぢえガ
………

と意志決定

……行動選択.……
礫 農iビ菌ξ根 輌 てう
○生活習慣病とその予防

と健康.……………

○休養・睡眠と健康

○薬物乱用と健康

・保健の学習につい
。わが国の健康水準

:鰹冒9騒‰
・健康と意志決定、行動選択の

関̈わユ_…………………………
・健康と環境・●スプロモーション
・生活習慣病とその予防

=橿蜃雰讐嚢告運動曹債ぁ形茂̈。よりよい休養と睡眠

:機選8撻曇喬菫i驀褒‐………‐
。薬物乱用と健康との関わりと

T璧髪鵠雑とそ菊題̈
・感染症の予防と対策

応急手当の意義と
その基本

百鷲的な応急ギぎ
…‐

・ 心身相関の しくみとス
・ ス トレスヘの対処

:鑑蒙錫歴盤

「応急芋当あ蒼義と手順
‐

「l悪肺蘇生あ蒼義と手頼
¨

・けがや熱中症の応急手当

・車の安全性向上

評価方法

・ 定剛考査や 日常 の授業 にお ける参加意欲や学習態度 を中心 に評価 します。

師駄

。1風 】 :について興 味関心 ´
ヽ こ参加しているか。

らの健康安全について, しよ て ことがで て い

団・ 埋 :の 保持増進や安全の確保について、 :て いるか。



教科名 美 術 1

教材
教 不

…
副 教 ス 【

学習の
目標

Ьの Z様 々な視点か ら作 品 を鑑 貫 し、

学習の

進め方

a、 の つ 〔
｀

い や

、配付資料 、 ノなが ら、表現方法の幅を広けてい

を、早く身につけるようにし
ょう。

作¨ ゼジデ=ジヨ
・

ンを行い、相互交流 (鑑賞)を
行います。

υオリエンテーション
p2～ 3、 p66～ 68

パリケ=ジデザイジ
¨

芳

一ｍ・３９・５。

一ツ
”　
”

一嚇

３ ２

４ ６

(A表現デ)(B鑑 )

O鶴ること:‐

‐
活く

‐
ごど

¨

(クロッキー、 スケッチ〉

して身につける力と、そのため

やることを確認します,………_

備から作業、片付けまでの手
順と表現方法の基本 (混色)

を、実習形式で学びます。

「歩く広告」をテーマに、紙袋
のデザインを行います。授業は
リサーチ、試作、プレゼンテー
ション、再検討、本制作の手順
を踏んで進めます。
完成作品をもとに鑑賞交流、作

農駆籠9ギ話めIち蒻¨
を学びます。

観て描く力を伸ばし、表現 (デザイン)の基礎的技術を身につけよう。

p128～ 131
p6～ 25

(A表現デ)

p70～ 75
F■を元に描く

(A表現絵)(B鑑 )

p8～ 15
p70～ 71

思い込みを排 し、客観的な対象
の提え方 を身につけます。技術
が的確に向上するように、ワー
クシー トを活用します。

あ基礎学習を暦して1‐

‐
配E・

や形態、構成の考え方、制作の
プロセスを学びます。

間は限られていますので、今ま
で学んできた表現方法を活用し
ていきます。配色や構図・構成
を意図して表現できるように、
たくさんのエスキースを描きま
す。また、クロッキーやスケッ
チを通して身につけた観察・表

表現あデ=マを首崇 設定する
ところから始めます。制作の時

の技術を活用するようにしま
す。また、作品の相互鑑賞も行

的な観察の視点を、制作・鍾賞
を通して総合的に身につけるよ
うに心がけよう。

Iのための表現かを見失わぬよ
う、表現主題、表現意図を大切
にしましょう。

を通して、主題と表現
の関係を理解するようにし

ましょう。
テーマ (表 したいこと)にふさ
わしい表現方法 (表 し方)を選
択できるよう、エスキースをた
くさん描き、また他者意見に耳
を傾けよう。

テーマの設定や表現の工夫の仕方について、制作や鑑賞を通して学ぼう。

評価方法
授業中の様子や課題の提出状況等により、主体的に取 り組んでいるかを見取る
ワークシー トやエスキース、交流発表等より発想 。構想、鑑賞の能力について見取る
制作過程や提出作品よ り、創造的な技能を評価する

評価の
観点

・ 意 ・ 1

i・ 構 ,

主体的に美術に関わろうとし、表現することの喜びを事受しようとしたか。

様々な視点から豊かに発想し、表現意図に応じた方法を選択することができたか。

造形表現の基礎的技能を身につけ、効果的に表すことができたか。

自分なりの見方を持つとともに、他者視点からあるいは客観的にとらえることができたか。



単元名 具体 99な学 習 内 容 備考欄

前

4
金属工要
(真鍮削 り出しによる

べ=バ=ナイフ)

・ クロッキーを基にした線のま
とめ、誇張、簡略。
・モデルづくり、デザインの検
討
・用途や機能を理解 し意匠を考
え構想を深める^

加工法 (金工鋸、糸のこ盤、
ボール盤)と作業量も考慮し、
デザインを検討する。

機械での加工時は周囲の安全を
確認し正しく使用すること。
道具は目的に応じて正しく使用
すること。

作品制作は計画的に進め、丁寧
に仕上げること。

Ｃ
υ

6

7

8

真鍮のベーパーナイフをつく
る。
・金属の特徴、加工法、道具、
作業順、注意点を学ぶ。

真鍮の切削
削り出し、研磨
仕上げ
鑑営

ｎ
υ

漆芸
(カ シュー塗 りによるマ

イ箸の制作 )

アイテイアスケッチ
。身近な生活 と工芸との関わ り
について考える。

期
標

前
日

アイデアを練り形にする体験を通し作品制作に対する見通しを持つ。
用途や機能、美的要素を兼ね備えたものづくりを考えることで工芸に対する意識を高める。

後

10

11

12

漆芸
(カ シュー塗 りによるマ

イ箸の制作 )

・ 漆要の特色を生かした意匠を
考える。
木材の加工
素地調整
塗 り
研ぎ出し
鑑賞

作品制作は計画的に進め、丁寧
に仕上げること。

塗りの作業はカシュー用シン
ナーを使用する。必要以上に容
器から出さず、換気を充分に行
う。

1

岡 要 。社会とつながる工芸について
考える。

形や釉薬を工夫して制作する。
・ 他者視点から観たものづくり
を考える。

2

3

期
標

後
目

素材に応じて表現を工夫し最後まで丁寧に作業をする。
日本の伝統工芸に対する理解を深める。

評価方法
提出された作品の状況、課題に対する技術力、デザインカ、授業への意欲・態度等により
総金堕に評価します。

評価の
観点

・ 意・ 霞 】 積極的かつ丁寧に取り組み、工芸への関心を高められるか。

発 想 。構 想 】 課題に応じて自己のアイデアやイメージを考え表現できるか。

技能 】 作業工程に応じ道具を正しく使い適切かつ安全に作業ができるか。

颯賞 】 自分の作品、他人の作品の良さを客観的に提えることができるか。



書いて身につくだターンフ・ラクティス英文法教室2nd Edition(桐 原書店)

フレーズで英単語 3000(浜 島書店)

オリエンテーション

for the Olympics

Lesscln 2 St●五es behind

Lesson 3 Look Cool on Your
Streets

め方、学習の方法について
・入学前課題の解答と復習

。日本でのオリンピックの歴史や,古代オリン
ピックと近代オリンピックの違いを読み取 らせ

・現在・過去,助動詞lcan,IIlay,mustl,未来

lwin,be gOmg topを 理解し,文を作ることがで

。名前の重要性と名前のもつ意味について読み
取らせる。

・進行形(現在・ 過去),不定詞の3用法,S ttV+
三彙 嘗黛 理解上t_Xこ作ゑ■と菱:で重ゑ、

。日本のス トリー トファッションと海外での反
について読み取 らせる。

※各Lessonのパー

ト毎にワークを確
忍します。
・小テスト
・プリント

。中間考査
。ファイル提出

・プリント

・期末考査

・ ファイル提出

4 Our Actions Can

Lesson 5 Laughter Is the Best

一年のまとめ

・エネルギー発電の問題点と速水浩平さんが提
案する発電方法について読み取らせる。

・ 比較,S+V+0+to_不 定詞,疑間詞 +to‐不定
詞を理解 し,文を作ることができる。

・動名詞,現在完了形,受け身硼 在・過去)を理

し∴_X壺作うこ二llで重う._…………………

・笑いが健康に好影響をもたらすことについて
読み取 らせる。

・現在分詞,過去分詞,関係代名詞(主格)を理解
し,文を作ることができる。

・学習の振 り返 り、次年度に向けて

・ 小テス ト

・プリント

・中間考査
・ ファイル提出

・小テスト

・学年末考査
・ ファイル提出

・授業への積極的参カロや態度、定期考査・小テスト、フアイルやプリントのま
総合的に評価します。協力してペアワークやグループワークに臨みましょう。

評価の
観点



・情報のノー ト 新・見てわかる社会と情報 (日 本文教出版)

・コンピュータ入力問題集  (日本文教出版)

エンテーション
に生きるわた したち

8鸞鷲8曇葉鍛駐夕…

○情報を整理して伝える
¨

の注意点

σ情報社会あ譲題どうI玉て

O表計算ソフ下5様 芳ヽ

・情報モラルを身につける
‐
:・デ::‐を用いた文書処理等

……・

・
:‐デごダめ蓉量iこういで

~

・ ワードを用いた文書処理等

‐
:・澪

‐
ラ珠

87パ
を肩西たア礎つ■

‐

ション

:‐情報′ビが社会あ及ぼす影響
¨

・ インターネットを利用する上での

注意点と情報格差
:・菫グゼル美曹

…

(年間を通してコンピュータソ
フトの技能小テス トを行 う)

O表計算ソフ下5饉 芳ヽ
‐‐

0蔚セギIつす″「

0情報セキIり
‐
デ″あ確保

○ディジタルデータの特徴

″ジタルデ=夕
○情報通信ネットヮークの仕組み

ソフトの使しヽ

丁価天情報あ保護
・知的財産権
‐
:・知的財西暦

…………………

。2進法等、2進法による表現

。音、画像、動画のディジタル化
の仕組み

÷壬テ宅に 生組み

・ 疋 期 考 貧 ,4｀ ア ス ト1/蹴積 ,ノ
~卜 の 発 II駆現 ,日 需 の 破 栗 へ の 場

・情報科の観点別学習状況の評価の4観点を基本として評価する。

している

ける知識を身につけ、理解しているか。



エンテーション
○スコヤ・差し金・罫引き
鋸の使用法
○墨付け、墨回しについて

○研ぎについて
○飽の仕立て

み手 (箱)の制作

・桟積み
・スコヤ・差し金・ 罫引き 。鋸の使用法
・正確な墨付け、墨回しの習得

・飽について
・飽台の調整方法
・飽身・裏金の研ぎ方の習得
・飽の使用法について

・撃について
。盤の仕立て
。撃の研ぎ
。各種ほぞ組みについて

。ワークシート

。ベーパーテス ト
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２
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○ほぞ組みの制作

○ほぞ組仕上げ{道具の
手入れ

・組み手を用いた箱の加工
。板接ぎの方法

。今までの基礎・基本を振り返りながら制
作する

・課題提出状況、課題に対する技術力、ベーパーテス ト、授業への意欲・ 態度等により総合
的に評価 します。



O製薗花う下て

・ 年 同 情 尋 計 四 、

評価方法について

T製図あ百的や置具あ名前:‐

・

法について
。平面図法を作図します。

1直養工関す0殴ヒ

。円に関する図法

「穣触角iご蘭する薗法

。曲線に関する図法

・投影図の種類
・ ドラフターの使い方

T裏影薗あ種類
・

。第三角法
。文字練習
。図面枠の書き方

。理解 度テ ス トの成績 、 ワー クシー トの提 出状況 、 ワー クシー トの内容、 日常 の授業へ の

参加態度、技能等で評価します。



教科名 ]

教材
な し l

の 菫

学習の
目標

こお
|る 工 の

旧■1法についス「σ): チ

．

学習の

進め方

や配布 プ リン ビデオ教材を通 して知識を身に付けヨ
ノて、樹木 の

`

洒種質西素羽こしての性質について理解します。

木材資源と人間

夏鶯蘊職と傷薔舗

茉材あ物理的性質
~

禾材め機械的種賓

材料庫整理と桟積み体験

木材の種類と性質について事前
学習します。

ファイリングしてください。
板書をまとめ、理解 しやすく
記録を取ってください。
体験的学習は、特に主体的に取

暴緑謀藷笏 tl善晨亨雨村、
でフィールドワークします。

番て評価が菖ます丁)~

:質材料

接着剤
・1慄結材

…………

茉材b種類と性質
………

査 (評定が出ます。 )

後の制作で必要な知識を
しっかりとつけておきましょ
茉王芸以外わ Vヽでも知り1な

木のよさを考えましょう。

評価方法
疋期考査や伐栗フアイルの提出状況、 日需の役栗への参加の悪度 (意欲的に 。主体的に学
習や鐘賞に取 り組んでいるか。感性をはた らかせて工芸のよさや美 しさを感 じることがで
きるか)で、総合的に判断 し評価 します。

評価の

観点

【関  ・ ●懇 学習の内容について理解 しようと積極的に取 り組むことができるか。
ll・

表
:工芸 に する基礎的な知識 を、実際の制作 と結び付けて考えることができるか。

| で る ことができるか用
・

`Di
ll・ 理】 工芸の の について理解する ことがで きるか



教科名 工 芸 科 目名 木工制作 I

教材
教 科 な し

副 ヨ

"質

な し 【

学習の

目標

t工芸作品の制作を通 して、本工芸への関心を高め、ものづくりの考え方を学びます。

木工芸 にお け″ な技術 を身に付 |
。強度 を考慮す る力、イ メー ジを単純化す る力を身に付 けます。

学習の

進め方

:通 して技術 し
:品の し、手工具の基本的な使用法、素地調整、

による課題 を通 して、ものづ くりの考 え方 をまとめていきます。

エ ンテー シ ョン

・道具等の使い方
・加工
・ 素地調整
。塗装

もちゃづくりの考え方

・構想 (エスキース)

・加工
・ 素地調整
・塗装

・墨付、糸のこ盤、ポール盤の操作
・素地調整、オイルフィニッシュ
・木材の種類、繊維方向と
上がりの関係性についての学習
・服装、安全保持、清掃方法の学習

※高大連携による講義 (お もちゃに
ついて )

。糸のこ盤による切り出しの習熟
。モチーフの単純化、省略化

・ 小刀、彫刻刀の扱いの学習
・ 透か し彫 り、薬研彫 りの学習
・芋接の行い方、クランプ、小刀、
襲、飽等の扱い方の学習
・組立手順、加工と基準面の関係

けから完成までの工程及び基礎
的な工具の扱い方を学びます。
(使用する材は未定)

ロエと強度の関係について制作を通
して学習します。

りの練習を兼ねたパズル作 りであ
ることを理解して下さい。

らず切断する技術をつ
けるよう、意識していきましょう。

ら完成までの作品制作の手順
に必要な思考力を養う、制作する上

「必要な思考力を高めましょう。
(使用する材は未定)

○カトラリー制作
スプーン制作
・デザイン
・製材
。加工
。素地調整
・塗装

トラリー制作発表と鑑賞

1年間のまとめ

・機能と形の関係の学習   ‐

。安全性に配慮 したデザイン決定
・糸鋸やポール盤の機械による製材
の基礎、材料選択、加工方法につい

の作業に応じた工具や加工方法を

自で必要な材料を選択します。無駄な
く強度・加工工程を考慮して木取りして

に応じて鋸、糸鋸、菫、小刀、
の使い分けする力を身につ

を判断し、適切な番数を選択
して素地調整できるようになつて下さ
い 。

接着、組立、塗装の順番を考えて作業す
るようにしましょう。
締切を意識し、逆算して作業をするよう
にしましょう。 (使用する材は未定)

評価方法
提出された作品の状況、課題に対する技術力、デザインカ、授業への意欲・態度等によ

り総合的に評価します。

評価の
観点

:工■への口● it ●■
'

学習課題を理解し、積極的かつ丁寧に取り組み、工芸への関心を高められるか。

晩 憑・ ●●の出力】 課題に応じて美しい形を作り出し、構造や加工法、道具、材料の遺切な選択ができるか。

【創造的な技能】 作栞工程に応 じた通切な作業技術、安全薔認 を含め道具の洒切な使用ができるか。

【鑑賞の能力】 作品のよさや美しさ、加工法について考えを深め、制作に生かす事ができるか。


